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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します
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　西東京市環境基本条例では、市長は、毎年、市の環境
の現状と環境の保全等に関する施策について年次報告
書を作成し、公表するとともに、年次報告書に対する市
民の意見を聴くために必要な措置を講じるものとされ
ています。
　そこで、平成１６年３月に作成した「西東京市環境白書
～平成１３・１４年度環境年次報告書～」の概要をお知らせ
するとともに、市民の皆さんから、市の環境への取り組
み等に対して意見を募集します。いただいた意見は、今
後、15年度版の環境白書やさまざまな施策に反映させま
す。
　なお、白書の全文は、市のホームページまたは両庁舎
１階の情報公開コーナーでご覧になれます。
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　環境白書は、西東京市環境基本条例第１６条に定めてい
る、環境の状況や環境の保全などに関する市の取り組み
についての報告を行い、市民の皆さんの意見を聴くこと
によって、よりよい環境をつくっていくためのもので
す。
　また、市の環境に関する取り組みは、環境基本計画を
踏まえて進めることになっており、それぞれの環境事業
の進捗状況をまとめたものが環境白書になります。　
　内容としては、環境基本計画で示している、４つの基
本方針を柱に構成しています。右記の表は、４つの基本
方針の柱ごとにまとめたものから一部抜粋したもので
す。
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▽対象　市内在住・在勤・在学の方

▽提出方法　次のいずれかの方法で、住所・氏名を明記
して提出してください。
①郵送　はがきまたは封書で〒２０２ー８５５５西東京市    
       役所保谷庁舎環境保全課へ

②ファクス　（�３８－６２８２）
③電子メール　市のホームページから

▽受付期間　８月１５日（日）～３１日（火）（必着）
※提出されたご意見等に個別の回答は行いません。

◆環境保全課（○保 �内線２２１４）

■環境白書の目的

■意見の提出方法
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≪環境汚染の防止≫

事業目的・内容等事業名・担当課

公害・環境汚染から市民生活を守るため、環境の実態を把握し問題の早期発見
に努めるとともに、環境調査を定期的に継続して実施していく。

水質・環境・大
気等各種環境
調査の実施

(環境防災部
環境保全課)

平成１４年度平成１３年度調査項目

４か所４か所主要交差点大気環境調査

９３か所９６か所二酸化窒素簡易測定調査

１か所１か所酸性雨測定調査

５か所５か所大気中ダイオキシン類調査

４か所４か所河川水質調査

≪道路環境・交通マネジメント≫
事業目的・内容等事業名・担当課

通勤・通学等の自転車利用者のための自転車駐車場を整備する。自転車駐車場
の整備

(都市整備部
交通計画課)

平成１４年度平成１３年度区分

６か所　2,780台
２０か所　18,376台

１０か所　5,460台
１５か所　15,831台

自転車駐車場設置状況
　・市管理
　・センター管理
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≪みどりの保全・育成≫

事業目的・内容等事業名・担当課

市民の農業への理解とうるおいのある生活、都市空間の醸成を図るため、市民農
園、家族農園の運営を図る。市民農園と家

族農園の運営

(市民生活部
産業振興課)

平成１４年度平成１３年度

区画面積設置区画面積設置区分

２６１7,226�４か所２６１7,226�４か所市民農園

７０１14,270�６か所４９２10,781�４か所家族農園

≪水辺環境の保全≫
事業目的・内容等事業名・担当課

雨水溢水対策の一環として、各戸浸透ます設置の助成事業を行い、雨水への対
策意識の向上を図った。

浸透ます設置助成件数等

雨水浸透ます
設置の促進

(都市整備部
下水道課)  

平成１４年度平成１３年度

４１件（１２９個設置）３０件（１２２個設置）

※各戸の状況によって、設置可能個数は異なります。
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≪広域的な環境問題への対応≫

事業目的・内容等事業名・担当課

温室効果ガスの削減による地球温暖化の防止のため、庁用車について天然ガス
自動車等のクリーンエネルギー自動車の計画的な導入を促進した。

クリーンエネル
ギー自動車の
導入

(各部局)

平成14年度平成１３年度導入台数

１２台1台天然ガス車導入台数

≪ごみ減量・循環型社会へ≫
事業目的・内容等事業名・担当課

田無・保谷両庁舎においてフリーマーケットを開催し、不用品等の再使用・再利用
を図った。「りさいくる市」

の開催

(環境防災部
ごみ減量推進課)

平成１４年度平成１３年度

年間８回開催　
延べ５６０店舗、11,500人来場

年間6回開催　
延べ４２０店舗、17,500人来場
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≪環境学習の推進≫

事業目的・内容等事業名・担当課

市民対象の自然観察会を実施した。

自然観察会の
実施

(都市整備部
公園緑地課)
(生涯学習部
公民館)　  

平成１４年度平成１３年度

①公園緑地課実施
　平成14年11月18日
(都立小峰公園・広徳寺周辺)
晩秋の秋川丘陵の小峰公園・広徳寺
周辺を講師の説明を聞きながら散策
し、歴史、自然保護について学び、み
どりの維持管理について考えた。
市民35人参加
②芝久保公民館実施
　平成14年8月28日
(東大農場・演習林)
夏休みを利用した親子自然観察会を
東大農場・演習林で実施した。
市民65人参加

①公園緑地課実施
平成14年3月14日
(八国山緑地および北山公園)
新春の雑木林や里山の自然を観察
し、みどりの大切さや雑木林のすばら
しさなどを学び、自然保護、みどりの維
持管理について考えた。
市民30人参加
②谷戸公民館実施
　平成13年8月24日
(東大農場・演習林)
夏休みを利用した親子昆虫観察会を
東大農場・演習林で実施した。
市民等58人参加
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  環境白書の表紙・裏表紙は、平成１５年度環境月間
ポスター展に出品した高梨月霞子さん（けやき小学
校・表紙）、久保絵里香さん（本町小学校・裏表紙）
の作品です。

↑裏表紙：「リサイクルできる
ものはリサイクルしよう！！」

←表紙：「地球に新たな緑を」

◎４つの基本方針
①良好な生活環境を確保して、健康で心豊かに
過ごす
②都市のみどりをみんなで支え、自然と共存し
て生きる
③生活と産業のあり方を見直し、地域に適した
循環型社会を実現する
④みんなの知恵と努力と参加によって良好な
環境を確保して、これを将来の世代に引き
継ぐ


